
西
日
本
豪
雨
災
害
の
救
援
・
復

興
と
、
そ
の
後
の
猛
暑
が
続
く
中
、

8
月
４
日
～
6
日
、
原
水
爆
禁
止

２
０
１
８
世
界
大
会
・
広
島
が
開

催
さ
れ
、
日
本
共
産
党
春
日
部
市

委
員
会
か
ら
今
尾
や
す
の
り
議
員

が
代
表
参
加
し
ま
し
た
。

4
日
の
開
会
総
会
に
は
約
5
千

人
が
参
加
。
海
外
代
表
と
し
て
23

か
国
か
ら
98
名
（
40
各
国
団
体
、

３
国
際
/
地
域
団
体
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代

表
・
個
人
お
よ
び
政
府
代
表
４
名
）

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
総
が
か
り
行
動
実
行

委
員
会
」
の
福
山
真
劫
共
同
代
表
、

「
辺
野
古
新
基
地
を
作
ら
せ
な
い

オ
ー
ル
沖
縄
会
議
」
の
山
本
隆
司

事
務
局
長
が
初
参
加
で
連
帯
あ
い

さ
つ
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

主
催
者
報
告
で
冨
田
宏
治
さ
ん

は
、
「
先
立
っ
て
開
か
れ
た
国
際

会
議
の
宣
言
文
を
さ
ら
に
深
め
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
実
現
に
と
も

に
力
を
尽
く
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

5
日
は
、
市
内
各
地
で
分
科
会

が
開
か
れ
、
「
非
核
平
和
の
自
治

体
づ
く
り
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
日
弁
連
憲
法
問
題
対

策
本
部
委
員
（
核
廃
絶
Ｐ
Ｔ
所
属
）

の
森
一
恵
弁
護
士
か
ら
、
「
核
兵

器
禁
止
条
約
の
意
義
と
条
約
本
文

を
学
ぶ
。
ー
平
和
行
政
を
進
め
る

意
義
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

核
兵
器
禁
止
条
約
の
意
義
と
し

て
、
①
核
兵
器
使
用
の
違
法
性
を

基
礎
②
被
爆
者
の
努
力
と
被
爆
者

救
済
に
言
及
③
核
兵
器
の
開
発
・

実
験
・
移
譲
・
配
備
・
使
用
・
使

用
の
威
嚇
な
ど
包
括
的
に
禁
止
を

あ
げ
ま
し
た
。

平
和
行
政
を
進
め
る
意
義
で
は
、

①
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
・

批
准
の
働
き
か
け
②
非
核
３
原
則

法
制
化
の
促
進
が
提
起
さ
れ
ま
し

た
。参

加
者
発
言
で
は
、
兵
庫
県
自

治
体
職
員
が
首
長
へ
の
被
爆
者
署

名
に
取
り
組
み
、
県
知
事
や
市
長

の
顔
写
真
付
き
で
賛
同
ポ
ス
タ
ー

を
作
っ
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

6
日
の
閉
会
総
会
に
は
、
約
6

千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
小
池
晃
書
記
局
長

が
あ
い
さ
つ
し
、
「
市
の
平
和
式

典
で
、
安
倍
総
理
は
、
核
兵
器
禁

止
条
約
に
一
言
も
触
れ
な
か
っ
た
。

一
体
ど
こ
の
国
の
総
理
な
の
か
」

と
の
批
判
に
会
場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
起
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
世
界
大
会
決
議
「
広

島
か
ら
の
よ
び
か
け
」
が
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

【
世
界
中
の
全
て
の
皆
さ
ん
に
、

広
島
の
廃
墟
の
中
で
私
が
聞
い
た

言
葉
を
繰
り
返
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
「
諦
め
る
な
。
押
し
続
け
ろ
。

光
が
見
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
向

か
っ
て
は
っ
て
行
け
」
】

＊
決
議
文
内
の
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
受
賞
時
の
被
爆
者
・
節
子
サ
ー

ロ
ー
さ
ん
の
演
説
の
一
部
で
す
。
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被
爆
者
・
若
い
世
代
と
と
も
に
未
来
切
り
ひ
ら
こ
う

原
水
爆
禁
止
２
０
１
８
世
界
大
会
・
広
島

連
帯
の
力

力
強
く
前
進

自
治
体
か
ら
も

声
あ
げ
よ
う

「
諦
め
る
な
。

押
し
続
け
ろ
」

＊
日
曜
版
8
月
12
日
号
は
、
8
月
19
日
号
と
の
合
併
号
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
8
月
19
日
付
け
の
「
新
春
日
部
」
の
発
行
は
あ
り
ま
せ
ん
。



７
月
11
日
、
日
本
共
産
党
市

議
団
６
名
は
、
宮
城
県
名
取
市

（
人
口
７
８
，
３
６
０
人
）
に

お
い
て
、
震
災
復
興
の
現
状
な

ど
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

名
取
市
で
は
、
２
０
１
１
年

の
東
日
本
大
震
災
で
死
者
８
８

３
人
・
行
方
不
明
者
41
人
、
半

壊
以
上
の
建
物
５
０
０
０
棟
以

上
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、
農
地
は
海
水

の
塩
害
に
よ
り
農
作
物
が
育
て

ら
れ
な
い
と
い
う
二
重
の
被
害

と
な
り
ま
し
た
。

震
災
後
の
懸
命
な
復
旧
・
復

興
の
取
り
組
み
で
、
２
０
１
３

年
に
は
、
発
生
し
た
96
万
ト
ン

の
ガ
レ
キ
の
処
理
が
終
了
。
自

然
と
共
生
し
発
展
す
る
環
境
都

市
と
し
て
の
新
た
な
復
興
ま
ち

づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

津
波
被
害
の
大
き
か
っ
た
沿

岸
部
の
閖
上
（
ゆ
り
あ
げ
）
地

区
の
、
多
重
防
御
・
地
盤
か
さ

上
げ
、
災
害
公
営
住
宅
の
整
備

や
名
取
駅
前
復
興
市
街
地
再
開

発
事
業
な
ど
が
進
ん
で
い
ま
す
。

名
取
市
の
人
口
は
震
災
で

一
旦
は
減
少
し
た
も
の
の
、
復

興
の
取
り
組
み
と
、

２
０
０
７
年
開
通
の

仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス

鉄
道
に
よ
り
空
港
臨

空
都
市
と
し
て
人
口

流
入
が
続
い
て
お
り
、

現
在
で
は
震
災
前
の

人
口
を
上
回
り
ま
し

た
。

復
旧
・
復
興
は
２
０
１
９
年

度
の
復
興
達
成
に
向
け
て
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

復
興
事
業
費
は
、
県
が
実
施

主
体
の
圃
場
整
備
事
業
や
、
今

後
見
込
ま
れ
る
事
業
も
含
め
る

と
約
１
５
０
０
億
円
と
な
り
、

主
な
財
源
は
「
東
日
本
大
震
災

復
興
交
付
金
事
業
」
お
よ
び

「
災
害
復
旧
事
業
」
が
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

国
が
集
中
復
興
期
間
と
定
め

た
２
０
１
５
年
度
ま
で
は
、
復

旧
・
復
興
の
事
業
費
は
全
額
を

国
が
負
担
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
は

「
被
災
自
治
体
も
負
担
能
力
の

範
囲
内
で
事
業
費
を
負
担
す
る

べ
き
」
と
、
事
業
費
の
１
％
の

負
担
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
問
題
で
す
。
復
旧
・
復

興
の
財
源
は
全
額
国
費
で
賄
う

の
が
基
本
で
す
。

名
取
市
で
は
国
や
県
か
ら
の

財
政
支
援
に
よ
り
、
財
政
調
整

基
金
は
震
災
前
の
約
20
億
円
か

ら
現
在
は
約
１
０
６
億
円
に
増

加
し
ま
し
た
。
災
害
へ
の
備
え

は
、
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
が
、

財
政
を
過
度
に
た
め
込
む
必
要

は
無
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

春
日
部
市
で
は
、
災
害
へ
の

備
え
が
必
要
と
し
て
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
切
り
捨
て
や
、
負
担
の

押
し
付
け
で
42
億
円
も
の
財
政

調
整
基
金
を
た
め
込
ん
で
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
す
。
た

め
込
み
を
や
め
て
暮
ら
し
に
回

す
べ
き
で
す
。

２０１８年８月１２日（日） 日本共産党 発行 週刊 第２２４０号

休
日
の
当
番
医

震
災
を
乗
り
越
え
人
口
増
へ

宮
城
県
名
取
市
を
視
察

環
境
都
市
と
し
て

新
た
な
街
づ
く
り

市立医療センター ℡735-1261(夜間毎日、土･日･祝日)内･外科系 小児救急電話相談 #7119

８／１２(日) 有賀内科ｸﾘﾆｯｸ（内科系）中央1-4-6ｵｶﾞﾜ第3ﾋﾞﾙ 2F ℡760-2703

ゆりのき医院（小児科系）谷原1-16-20 ℡752-3535 かすかべ整形（外科系）粕壁東2-1-35 ℡760-2551

８／１９(日) 木田内科医院（内科系）中央1-11-4清興ﾋﾞﾙ1F ℡763-0183

岩本小児科医院（小児科系）谷原3-12-1 ℡795-8796 岩松医院（外科系）栄町1-334 ℡761-0077

復
旧
・
復
興
の
財
源

は
全
額
国
費
が
基
本

閖上地区 復興公営住宅


